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アルプス システム インテグレーション株式会社（本社：東京都大田区、代表取締役社長：永倉仁哉、以下 ALSI〔アルシー〕)は、 

情報漏洩対策シリーズ「InterSafe ILP（インターセーフ アイエルピー）」をクラウドでご利用いただける「InterSafe ILP Cloud

（インターセーフ アイエルピー クラウド）」を、2019年 8月 30日より提供開始することを発表いたします。 

 

■提供概要 

シリーズ名称 情報漏洩対策シリーズ 「InterSafe ILP Cloud」 

提供機能・価格 

（1端末あたり月額／税別） 

－ ファイル自動暗号化 InterSafe FileProtection Cloud ： 1,000円 

－ デバイス制御 InterSafe DeviceControl Cloud ： 500円 

－ セキュリティ USB メモリ作成 InterSafe SecureDevice Cloud ： 500円 

提供開始日 2019年 8月 30日 

ターゲット 企業、教育機関、官公庁・自治体 

クラウド版の特長 ① サーバー構築コストや運用管理の負担を軽減 

② 導入期間を短縮し、必要な機能を迅速に導入可能 

③ クラウドサービス停止時にも業務継続可能 

詳細情報 URL https://www.alsi.co.jp/security/ilp/ 

 

■提供開始の背景 

昨今、多くの企業でクラウドサービスの利用が進んでいます。政府では、クラウドサービスの利用を第一とする「クラウ

ド・バイ・デフォルト原則」※1 を掲げており、既存の行政システムを含めた各システムの刷新において「クラウドが選択肢の

最優先」として進められることになるなど、業種・組織規模を問わず、クラウド利用へのニーズが高まっています。 

ALSI の情報漏洩対策シリーズ「InterSafe ILP」は、情報の「持ち出し・持ち込み制御」と「持ち出し後の安全な活用」を実

現し、企業の課題に合わせた自由な組み合わせで導入が可能なシリーズ製品群です。 

この度、企業のクラウドサービス利用へのニーズに対応した、柔軟で迅速な情報セキュリティ対策を可能にするため、現

在オンプレミス環境でご利用いただける情報漏洩対策シリーズ「InterSafe ILP」のうち、「ファイル自動暗号化」「デバイス制

御」「セキュリティUSBメモリ作成」の3つの機能について、新たにクラウド版をラインナップに追加し、「InterSafe ILP Cloud」

として提供を開始いたします。 

クラウド版の提供により、管理サーバーを導入・構築することなく、クラウド上で簡単に「InterSafe ILP」を利用できるよう

になるため、これまでサーバーの構築/運用管理負担の面から対応が遅れていた中堅・中小企業や教育機関などにおい

ても、迅速かつ手軽に情報漏洩対策が可能になります。 

 

■クラウド版利用のメリット 

①サーバー構築コストや運用管理の負担を削減 

管理サーバーをクラウドで提供するため、サーバーの準備・構築

にかかるコストや、運用管理における人的負荷の削減と情報セキュ

リティレベルの向上を実現することが可能になります。 

 

②導入期間を短縮し、必要な機能を迅速に導入可能 

「InterSafe ILP Cloud」では、クライアントプログラムを端末にイン

ストールするだけですぐに利用を開始できるため、必要な時に、必

要な機能を導入することが可能です。また、「InterSafe ILP Cloud」
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が提供する他の機能を新たに利用したい場合は、ライセンスを追加購入するだけですぐに開始できるため、セキュリティ対策

の強化も容易です。 

 

③クラウドサービス停止時にも業務継続可能 

「InterSafe ILP Cloud」は、クライアントプログラムが単独で機能を提供することができるので、万一管理サーバーやイン

ターネットに障害が起きても、利用者は業務を継続することができます。（一部制限あり） 

 

 

■「InterSafe ILP Cloud」が提供する 3つの機能 

(1)ファイルの自動暗号化 ： InterSafe FileProtection Cloud 

ファイルを保存する際に自動的に暗号化します。ファイル利用者による操作が一切不要なので、暗号化忘れやパスワード

の付け忘れが起きません。万一ファイルが外部に流出しても、暗号化により第三者がデータを解読することができないため、

情報漏洩を防ぐことができます。 

 

(2)デバイス制御 ： InterSafe DeviceControl Cloud 

端末（PC）から、スマートフォンやタブレット、USB メモリなど外部デバイスの利用管理に加えて、ネットワーク利用制限や、

プリンタ利用制御、さらには外部メディアへの書き込み制御など、詳細なコントロールを行うことができます。PC から各種デ

バイス（USBメモリ等）へのデータ持ち出しを綿密に管理し禁止することで、個人情報漏洩を防止し、組織レベルでの PCセキ

ュリティ対策を実現します。 

 

(3)セキュリティ USB メモリ作成 ： InterSafe SecureDevice Cloud 

汎用 USB メモリをセキュリティ USB メモリに変換します。接続先 PC が登録されたものかどうかをチェックし、セキュリティ

USB メモリを登録されていない PC に接続した際には、PC へのデータコピー、移動が制御されるため、自宅持ち帰り後の情

報漏洩を防止します。また、パスワード認証によるロック機能とメモリ領域の暗号化により、盗難・紛失対策にも有効です。 

 

 

 
 

※掲載されている会社名及び商品名は各社の商標または登録商標です。 

※価格はお客様の利用環境および導入プランにより変動いたします。 

※1 出典：各府省情報化統括責任者（ＣＩＯ）連絡会議決定「政府情報システムにおけるクラウドサービスの利用に係る基本方針」2018 年 6 月 7 日公表 

 

 
 【製品に関するお問い合わせ・取材受付先】 

アルプス システム インテグレーション株式会社  管理部 管理課 広報担当 黒澤 宏子 

TEL：03-5499-8043 / FAX：03-3726-7050 / E-mail： hiroko.kurosawa@alsi.co.jp 

〒145-0067 東京都大田区雪谷大塚町 1-7   URL： https://www.alsi.co.jp/ 


